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特産トマトをＰＲ
第６回やつしろＴＯＭＡＴＯフェスタ

い業の振興に貢献
第58回熊本県農業コンクール大会表彰式

▲廣田和博さん（北鹿野）▲トマト早食い大会
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平
成
29
年
度
第
58
回
熊
本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
の
表
彰
式

が
熊
本
テ
ル
サ（
熊
本
市
）に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
大
会

は
、自
ら
の
農
業
経
営
・
技
術
の
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
む
県
内

の
優
秀
な
農
業
経
営
者
や
団
体
の
功
績
を
称
え
開
催
さ
れ
、廣
田
和

博
さ
ん
（
北
鹿
野
）
が
地
域
貢
献

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

廣
田
さ
ん
は
、
い
ぐ
さ
生
産
者

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
「
北
部
ひ
の

み
ど
り
会
」
の
設
立
や
「
地
域
特

産
物
（
い
ぐ
さ
・
畳
表
）
マ
イ
ス

タ
ー
」
と
し
て
、
栽
培
技
術
向
上

等
に
尽
力
さ
れ
、
県
新
品
種
の
実

証
展
示
圃
等
に
積
極
的
に
協
力

す
る
な
ど
、
普
及
拡
大
に
も
貢
献

さ
れ
た
の
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

道
の
駅「
竜
北
」に
お
い
て
、第
6

回
や
つ
し
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ス

タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
と
ま
ピ
ン
」を
は

じ
め
と
す
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
シ
ョ
ー

や
、
ダ
ン
ス
や
演
奏
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。ま
た
、
恒
例
と

な
っ
て
い
る
ト
マ
ト
の
早
食
い
大
会

や
、新
し
く
行
わ
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト

す
く
い
な
ど
、
お
い
し
い
ト
マ
ト
に

参
加
者
か
ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て

い
ま
し
た
。

出
店
で
は
、
ト
マ
ト
を
使
っ
た
料

理
や
加
工
品
が
販
売
さ
れ
る
な

ど
、
ト
マ
ト
一
色
の
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

先人の想いを引継いで
不知火干拓入植50周年記念植樹

若
洲
公
園
に
お
い
て
、
不
知
火
干
拓
入
植
50
周
年
を
記
念
し

た
植
樹
が
行
わ
れ
、
高
さ
約
５
メ
ー
ト
ル
の
ク
ス
ノ
キ
が
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。

不
知
火
干
拓
は
、
食
料
増
産
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
26
年
国

の
直
轄
事
業
に
よ
り
着
工
さ
れ
、
17
年
を
要
し
て
昭
和
42
年
に

完
工
し
、
県
内
各
地
か
ら
90
戸
の
農
家
が
入
植
さ
れ
ま
し
た
。

干
拓
地
特
有
の
塩
害
や
軟
弱
地
盤
と
の
戦
い
、
台
風
に
よ
る

農
作
物
へ
の
被
害
、
熊
本
地
震
に
よ
る
農
道
、
圃
場
、
施
設
・

倉
庫
な
ど
へ
の
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
地
域
農
業
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な

ど
の
露
地
野
菜
が
主
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
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▲植樹を行う関係者の方々
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地域貢献活動に
ＩＨクッキングヒーター贈呈式

新たな農事組合法人が誕生
農事組合法人肥の川南の設立

▲農事組合法人肥の川南の組合員▲九州電力八代営業所の中島政治所長（左）
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南
鹿
野
地
区
公
民
館
に
お
い
て
、
農
事
組
合
法
人
肥
の
川
南

（
代
表
理
事

平
岡
英
康
：
南
鹿
野
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

肥
の
川
南
は
、
氷
川
町
で
４
番
目
と
な
る
農
事
組
合
法
人
で
、

組
合
員
は
、
南
鹿
野
地
区
の
農
業
者
32
名
で
構
成
さ
れ
、
経
営

面
積
が
約
37
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
に
組
織
を
立
ち
上
げ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

に
よ
り
地
域
の
課
題
を
整
理
し
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ

る
離
農
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
問
題
に
つ

い
て
検
討
会
を
開
催
し
た
り
、
先
進
事
例

の
視
察
や
研
修
会
等
へ
の
参
加
を
重
ね
、

農
事
組
合
法
人
の
設
立
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
も
ち
米
を
中
心
に
農
作
業
の

共
同
化
や
受
託
、
農
地
の
借
り
受
け
や
高

収
益
作
物
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
、

農
業
経
営
を
進
め
な
が
ら
、
農
業
の
維
持
・

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

氷
川
町
役
場
に
お
い
て
、
九
州

電
力
八
代
営
業
所
よ
り
、Ｉ
Ｈ

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
九
州
電
力
が
Ｉ
Ｈ
料
理

教
室
な
ど
の
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
調
理
室
に

１
台
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。九
州
電

力
八
代
営
業
所
の
中
島
政
治
所
長

は「
ぜ
ひ
こ
ち
ら
の
器
具
を
利
用
し

て
、地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
教

室
な
ど
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

勝利を目指して頑張ります
第18回全九州卓球選手権大会（中学の部）出場者激励会

氷
川
町
役
場
大
会
議
室
に
お

い
て
、
第
18
回
全
九
州
卓
球
選

手
権
大
会
（
中
学
の
部
）
出
場

者
激
励
会
が
行
わ
れ
、
出
場
者

に
報
奨
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
平
成
29
年
12
月

23
日
、
24
日
に
行
わ
れ
た
全
九

州
卓
球
選
手
権
（
中
学
団
体
の

部
）
予
選
で
２
位
と
な
り
、
出

場
権
を
獲
得
し
た
も
の
で
す
。

２
月
17
日
、
18
日
に
大
分
県

別
府
市
（
別
府
市
総
合
体
育
館
）

に
て
開
催
さ
れ
た
同
大
会
に
出

場
さ
れ
、
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

【
出
場
者
】

竜
北
中
学
校

北
山

大
地
さ
ん
（
２
年
島
地
）

濱
洲

秀
歩
さ
ん
（
２
年
北
鹿
野
）

濱
田

渓
人
さ
ん
（
２
年
中
網
道
）

満
井

悠
斗
さ
ん
（
２
年
上
鹿
島
）

眞
田

立
盛
さ
ん
（
２
年
島
地
）

俵

颯
太
さ
ん
（
２
年
南
鹿
野
）

遠
山

昂
太
郎
さ
ん（
２
年
中
網
道
）

山
下

幸
也
さ
ん
（
１
年
上
鹿
島
）

船
原

大
さ
ん

（
監
督
）

吉
開

信
昌
さ
ん
（
コ
ー
チ
）
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▲竜北中卓球部の皆さん
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